
広報によど川 5月号 《6》

　
第
二
回
仁
淀
川
町
「
四
季
の
ま
つ
り
」
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
の
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
町
内
で
行
わ
れ
る
伝
統
行
事
の
魅
力

を
感
じ
さ
せ
る
写
真
を
募
集
し
た
も
の
で
、
県
内
外
か
ら

百
七
十
五
点
が
寄
せ
ら
れ
、
こ
の
中
か
ら
大
賞
な
ど
二
十

点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
作
品
等
の
展
示
は
四
月
十
一
日
か
ら
三
日
間
、
中
央

公
民
館
で
行
わ
れ
、七
月
八
日
か
ら
十
三
日
ま
で
は
高
知
市
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
も
展
示
さ
れ
ま
す
。 

　
主
な
入
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

大
　
賞
「
華
麗
な
舞
」
島
元
　
慶
子
（
高
知
市
）

金
　
賞
「
名
脇
役
に
注
ぐ
」
渡
辺
　
雅
代
（
土
佐
市
）

銀
　
賞
「
椿
山
太
鼓
」
佐
野
　
廣
光
（
日
高
村
）

銅
　
賞
「
お
ば
ち
ゃ
ん
明
日
が
本
番
よ
」中
田
　
実（
仁
淀
川
町
）

特
別
賞
「
神
の
舞
い
」
秀
島
　
信
恵
（
高
知
市
）

　
　
　
「
奉
納
」
富
田
　
時
則
（
四
万
十
市
）

　
三
月
十
六
日
、池
川
応
援
団

に
よ
る
桜
の
テ
ン
グ
ス
病
除

去
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る

こ
の
作
業
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
は

楮
原
地
区
で
、
参
加
者
十
七

人
が
病
気
の
枝
を
切
る
な
ど

し
ま
し
た
。

　
お
昼
に
は
作
業
が
終
わ

り
、
そ
の
後
は
地
区
の
方
が

用
意
し
た
料
理
を
食
べ
な
が

ら
の
楽
し
い
慰
労
会
と
な
り

ま
し
た
。

池
川
応
援
団
が

テ
ン
グ
ス
病
除
去

「四季のまつり」写真コンテスト　　入賞者決定！「四季のまつり」写真コンテスト　　入賞者決定！

高所作業車での作業

今年も作品募集！今年も作品募集！今年も作品募集！
第3回「四季のまつり」写真コンテスト

大賞「華麗な舞」島元　慶子

金賞「名脇役に注ぐ」渡辺　雅代

銀賞「椿山太鼓」佐野　廣光
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で
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全

国

大

会

で

３
位

佐
川
高
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

第
26
回
全
国
高
等
学
校
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会

《7》 広報によど川 5月号

　仁淀川町教育研究所は中央公民館２階にあり、今年で開所３年目を

迎えました。日々の活動の主なものは、町内の学校が取り組んでいる

研究のお手伝いですが、保育園も含め、さまざまな行事へも参加をさ

せていただいています。

　またその他にも、地域教育推進協議会の開催や各小中学校の「開か

れた学校づくりの会」への参加を通し、保護者や地域の皆さんの子ど

もたちへの思いを聞かせていただく機会を得られ、大変ありがたく

思っています。

　そこで今回からは、これまでの「地域教育便り」を「教育研究所便

り」と変更し、お知らせする内容も研究所に関するものだけでなく

「開かれた学校づくりの会」や、学校と地域が一緒になった活動を含

めたものに広げ、各地区の様子を多くの方に知っていただけるよう、

紹介していきたいと思いますのでよろしくお願いします。

今年も作品募集！

教｜育｜研｜究｜所｜便｜り｜

教育研究所は３年目を迎えました

喜
び
い
っ
ぱ
い
の
佐
川
高
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

　
三
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
静
岡
県
で
行

わ
れ
た
第
二
十
六
回
全
国
高
等
学
校
男
子
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
選
抜
大
会
に
、
佐
川
高
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
十

七
人
（
う
ち
仁
淀
川
町
か
ら
五
人
）
が
出
場
し
、
第

三
位
の
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
雄
大
な
富
士
山
を
背
に
、
初
出
場
の
佐
川

高
校
は
ベ
ス
ト
４
に
残
っ
た
も
の
の
、
準
決

勝
で
は
優
勝
し
た
大
村
工
に
敗
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
、
チ
ー

ム
一
丸
と
な
っ
て
戦
い
抜
い
た
選
手
の
顔

は
、
喜
び
と
自
信
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
選
手
た
ち
は
「
ご
支
援
、
ご
協
力
、
ま
た

応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
今
後
と
も
さ
ら
に
努
力

を
重
ね
、
全
国
制
覇
を
目
指
し
て
頑
張
り
た

い
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

　
試
合
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

一
回
戦
　
　
24
―
１
　
雄
山
（
富
山
県
）

二
回
戦
　
　
７
―
０
　
鳥
取
中
央
育
英
（
鳥
取
県
）

三
回
戦
　
　
８
―
０
　
大
分
東
明
（
大
分
県
）

準
々
決
勝
　
７
―
５
　
箕
島
（
和
歌
山
県
）

準
決
勝
　
　
０
―
５
　
大
村
工
（
長
崎
県
）

町から５選手が出場

長者地区に「ほめちゃってよ箱」

　「褒めて子どもを育てよう！」と、地域

の方から子どもたちへのメッセージがこ

の箱に届けられます。

　内容は「開かれた学校づくりの会」

でも紹介されます。



広報によど川 5月号 《8》

藤原　芳男団長

青木　厚博 西森　文明

２年目になりました。

引き続き、地域の皆様のお役に立てる

よう頑張ります。よろしくお願いします。

４月１日付けの県職員人事異動で仁淀川

町駐在に着任しました。

津野町出身39歳。趣味は、フライフィッシ

ング（西洋毛鉤釣り）。よろしくお願いします。

町
消
防
団

町
消
防
団 

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
！

町
消
防
団 

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
！

　
四
月
一
日
か
ら
消
防
団
幹
部

（
分
団
長
以
上
）
が
次
の
通
り

と
な
り
ま
し
た
。

消
防
団
幹
部
名
簿

　
役
　
職
　
　
　
　
氏
　
名

団
　
　
　
長
　
　
藤
原
　
芳
男

副
　
団
　
長
　
　
西
森
　
満
生

　
　
　
　
　
　
　
片
岡
　
憲
夫

　
　
　
　
　
　
　
合
田
幸
市
郎

仁
淀
方
面
隊
長
　
野
々
宮
正
輝

池
川
分
団
長
　
　
上
尾
勝
日
己

用
居
分
団
長
　
　
三
浦
　
忠
幸

狩
山
分
団
長
　
　
鈴
木
　
昭
雄

安
居
分
団
長
　
　
山
中
　
政
秋

寺
村
分
団
長
　
　
片
岡
　
幸
年

大
崎
分
団
長
　
　
岡
林
　
信
雄

名
野
川
分
団
長
　
川
村
　
勝
宏

中
津
分
団
長
　
　
鎌
倉
　
信
昌

森
分
団
長
　
　
　
片
岡
　
龍
也

川
渡
分
団
長
　
　
鎌
倉
　
尚
章

長
者
分
団
長
　
　
古
味
淳
次
郎

泉
川
分
団
長
　
　
西
森
　
信
彦

高
瀬
分
団
長
　
　
藤
原
　
和
徳

沢
渡
分
団
長
　
　
西
森
　
正
志

別
枝
分
団
長
　
　
西
森
　
儀
幸

　
新
し
く
団
長
に
就
任
さ
れ
た

藤
原
芳
男
さ
ん
は
、
昭
和
三
十

七
年
に
正
ノ
石
分
団
に
入
団
、

平
成
六
年
か
ら
は
同
分
団
長
、

平
成
十
一
年
か
ら
は
吾
川
村
消

防
団
副
団
長
、
町
村
合
併
後
も

仁
淀
川
町
消
防
団
の
副
団
長
と

し
て
勤
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
十
年
に
は
消
防
庁
長
官

表
彰
永
年
勤
続
功
労
賞
を
受
賞

す
る
な
ど
多
数
の
表
彰
を
受
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
藤
原
団
長
は
「
地
域
住
民
の

皆
様
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
に
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

三
人
の
副
団
長
と
相
談
し
な
が

ら
、
よ
り
よ
い
消
防
団
活
動
を

す
す
め
て
い
き
ま
す
」
と
抱
負

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
地
域
の
元
気
づ
く
り
や
支
え

合
い
の
取
り
組
み
を
応
援
す
る

た
め
、
県
内
で
は
、
現
在
六
十

人
の
地
域
支
援
企
画
員
が
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
仁
淀
川
町
で
は
、
二
人
の
職

員
が
駐
在
し
、
町
と
連
携
し
な

が
ら
、
地
域
に
入
っ
て
、
住
民

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
考
え
、
と

も
に
活
動
す
る
こ
と
を
基
本
に
、

地
域
の
元
気
づ
く
り
に
つ
な
が

る
よ
う
、

①
住
民
の
皆
さ
ま
の
主
体
的
な

活
動
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

②
先
進
的
な
事
例
の
情
報
提
供

③
人
や
行
政
と
の
パ
イ
プ
役

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
地
域
の
特
産

品
づ
く
り
、
施
設
活
用
、
防
災

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
あ

り
ま
す
。
本
年
度
は
住
民
参
加

に
よ
る
産
業
振
興
計
画
づ
く
り

も
始
ま
り
ま
す
。

　
仁
淀
川
町
の
地
域
活
性
化
の

た
め
に
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ど
ん
な
小
さ
な
事
柄

で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ともに考え、ともに活動を！ －地域支援企画員－



《9》 広報によど川 5月号

町
消
防
団 

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
！

退職 
名野川小：山本佐智子（校長）

別 府 小：岩原　秀実（教頭） 

吾 川 中：林　　和夫（校長）   

池 川 中：杉野　雅彦（教頭）   

　　　　　　県教育委員会生涯学習課へ出向 

　　　　　山中　照雄（教諭）   

　　　　　　県立青少年センターへ出向   

仁 淀 中：品原　信介（校長）   

４月１日付で、町立小・中学校と仁淀高校の教職員が下記のとおり異動しました。

転入・異動 転出

教 職 員 人 事 異 動



広報によど川 5月号 《10》

　大板は役場本庁から車で約10分、仁淀

川を見下ろす斜面にあり、３月末現在31

世帯、73人の集落です。

　大板という地名の語源については「遠

い昔平安時代から残る地名語で、大は大

きいという意味とともに美称の意味も含

み、板はキダ（段＝切れ目）が変化した

もので、刻まれたような地形、つまり段

丘を呼んだものである。仁淀川と谷川の

流れによって刻まれた大きな河岸段丘の

ある所という意味で地名となった」と吾

川村史に書かれています。

　南に面した集落内の畑では茶の栽培が

盛んで、５軒ほどがおいしい茶づくりに

励んでいます。

美しい茶畑の風景
　茶畑と周りの山々が仁淀川の川面に映り、美

しい風景を見せてくれます。

国
道
33
号
か
ら
見
た
大
板
集
落

　
集
落
に
詳
し
い
岡
林
順
一
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

行
事
は
…

　
昔
は
、
虫
送
り
や

七
夕
、
太
鼓
踊
り
、

い
ろ
い
ろ
な
神
様
の

お
祭
り
な
ど
、
毎
月
の

よ
う
に
行
事
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

 

「
テ
レ
ビ
の
な
い
時
代
に
、
み
ん
な
で
集
ま
っ

て
わ
い
わ
い
す
る
の
が
楽
し
み
で
や
り
よ
っ

た
ん
じ
ゃ
お
ね
」
と
岡
林
さ
ん
。
高
齢
化
な

ど
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
行
事
も
減
っ
て
き

ま
し
た
。
現
在
で
は
、
二
月
の
御
大
師
様
、

三
月
の
金
比
羅
様
、
七
月
と
十
一
月
の
天
満

宮
の
お
祭
り
が
主
な
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
産
業
は
…

　
昭
和
三
十
年
代
後
半
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど

の
家
が
養
蚕
を
行
っ
て
お
り
、
畑
で
は
桑
が

栽
培
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
養
蚕
か
ら
お
茶
の
栽
培
に
変
わ
っ
た
当
初
は

「
ベ
ニ
ホ
マ
レ
」と
い
う
紅
茶
の
品
種
を
栽
培
し
、

集
落
内
に
は
紅
茶
を
製
造
す
る
工
場
も
あ
り

ま
し
た
が
売
れ
行
き
が
悪
い
た
め
、
緑
茶
に
切

り
替
え
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

集
落
に
つ
い
て
…

 

「
高
齢
者
は
入
院
や
施
設
へ
入
所
す
る
な
ど

で
大
板
か
ら
出
て
行
く
。
空
き
家
が
増
え
て

き
た
。
仕
事
が
な
い
関
係
で
若
い
者
が
お
っ
て

く
れ
ん
の
が
寂
し
い
。『
住
め
ば
都
』と
思
う
て
、

こ
こ
で
お
る
者
は
何
と
か
や
っ
て
い
か
ん
と
」

集
落
の
守
り
神
・
天
満
宮

仁
淀
川
を
見
下
ろ
す
眺
め
の
よ
い
集
落

大  板

集落見聞録
（第27回）
おお 　 　 　 　 いた




